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収
入
決
算
は
16
億
２
４
０
４

万
９
千
円
で
前
年
度
比
３
・

９
％
増
、
支
出
決
算
は
13
億

５
２
１
６
万
２
千
円
で
前
年

度
比
３
・
９
％
増
。
資
本
的

収
入
及
び
支
出
の
収
入
決
算

は
３
億
６
４
９
４
万
５
千
円

で
前
年
度
比
４
・
１
％
減
、

支
出
決
算
は
８
億
６
５
９
２

万
５
千
円
で
前
年
度
比
11
・

９
％
減
。

●
福
生
市
児
童
館
等
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　
新
た
に
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
自
宅
療
養
者
等
生
活
支

援
事
業
、
事
業
者
向
け
感
染

症
対
策
強
化
支
援
事
業
、
福

生
第
一
小
学
校
及
び
第
一
中

学
校
新
校
舎
外
壁
及
び
屋
上

防
水
改
良
工
事
の
実
施
に
当

た
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
７
５
１
万
３
千
円
を
追
加
、

２
７
７
億
３
４
２
９
万
９
千

円
と
す
る
も
の
。

●
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
加
藤
孝
子
氏
を
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

●
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
佐
藤
正
明
氏
を
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の
。

27
・
１
％
の
増
。
歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
６
億
５
５
１
３

万
３
９
１
円
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
２
回
を
加
え
69
億
５

４
５
５
万
８
千
円
。
歳
入
決

算
は
65
億
７
４
２
２
万
８
４

９
１
円
、
前
年
度
比
３
・
３

％
の
減
、
歳
出
決
算
は
62
億

４
０
５
３
万
５
２
４
７
円
、

前
年
度
比
４
・
７
％
の
減
。

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
３
億

３
３
６
９
万
３
２
４
４
円
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
３
回
を
加
え
47
億
２

２
１
４
万
円
。
歳
入
決
算
は

46
億
１
５
３
７
万
３
２
０
５

円
、
前
年
度
比
５
・
４
％
の

増
、
歳
出
決
算
は
43
億
８
０

８
１
万
９
１
５
８
円
、
前
年

度
比
４
・
８
％
の
増
。
歳
入

歳
出
差
引
残
額
は
２
億
３
４

５
５
万
４
０
４
７
円
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

額
に
補
正
２
回
を
加
え
13
億

４
３
２
５
万
１
千
円
。
歳
入

決
算
は
13
億
３
４
８
４
万
４

３
６
５
円
、
前
年
度
比
６
・

９
％
の
増
、
歳
出
決
算
は
13

億
６
７
１
万
２
３
０
円
、
前

年
度
比
６
・
５
％
の
増
。
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
２
８
１

３
万
４
１
３
５
円
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

●
福
生
市
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
及
び
デ
ジ

タ
ル
庁
設
置
法
に
よ
り
、
番

号
法
が
一
部
改
正
し
た
こ
と

か
ら
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
個
人
の
市
民
税
に

係
る
非
課
税
の
範
囲
等
を
整

備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

　
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

内
閣
府
令「
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の

運
営
に
関
す
る
基
準
」の
一

部
改
正
に
伴
い
、
書
面
等
の

電
磁
的
記
録
及
び
運
用
に
つ

い
て
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
３
年
７
月
の
福
生
駅

西
口
地
区
地
区
計
画
の
都
市

計
画
決
定
に
伴
い
、
当
該
区

域
内
の
建
築
物
制
限
に
関
す

る
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
一
環
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
や
本
庁
舎
窓
口
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
等

導
入
、
福
生
駅
西
口
地
区
公

共
施
設
整
備
推
進
な
ど
の
実

施
に
当
た
り
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
10
億
２
２
４
万
円
を

追
加
、
総
額
２
７
６
億
４
６

７
８
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
１
号)

　
令
和
２
年
度
特
別
会
計
決

算
に
伴
う
繰
越
金
並
び
に
保

険
給
付
費
等
交
付
金
の
精
算

等
の
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
億
３
３
６
９
万
２
千

円
を
追
加
、
総
額
68
億
９
７

２
１
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
３
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

　
令
和
２
年
度
介
護
給
付
費

等
の
確
定
に
伴
う
繰
入
金
の

精
算
に
際
し
予
算
を
補
正
す

る
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
３
５
９
１
万
１
千
円

を
追
加
、
総
額
49
億
６
６
０

０
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
14
回
を
加
え
３
２
７

億
２
６
８
２
万
８
千
円
。
歳

入
決
算
は
３
２
０
億
１
７
８

７
万
２
０
２
６
円
、
前
年
度

比
26
・
３
％
の
増
、
歳
出
決

算
は
３
１
３
億
６
２
７
４
万

１
６
３
５
円
、
前
年
度
比

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

陳
　
情

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
不
採
択

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割
合
を
高
め
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
３
‐
３
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

国
が
示
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
考

え
に
沿
う
こ
と
が
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
か
な
う
も
の
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
陳
情
事
項
の
２
０
５
０
年

に
電
源
構
成
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
具
体
的
方
策
が

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
意
に
沿
い
難
い
。

◆
不
採
択

○
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情
書

（
３
‐
４
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
十
分
な
財
源
確
保

に
つ
い
て
は
、
何
を
財
源
と
す
る
の
か
、
そ

の
計
画
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
、
ま
た
、
社

会
保
障
に
関
わ
る
国
民
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
続

く
中
、
現
実
的
で
な
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿

い
難
い
。

◆
不
採
択

○
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、
普
天
間

基
地
の
沖
縄
県
外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
国

民
的
議
論
を
行
い
、
憲
法
に
基
づ
き
公
正
か

つ
民
主
的
に
解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
（
３
‐
５
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

普
天
間
基
地
の
代
替
施
設
に
つ
い
て
は
、

国
会
に
お
い
て
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
真
摯

に
模
索
し
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
む

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
意
に
沿
い
難
い
。

◆
不
採
択

○
中
国
で
不
法
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
母
（
毛

嘉
萍
）
の
早
期
救
出
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
陳
情
書
（
３
‐
６
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
陳
情
者
の
御
心
痛
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
陳
情
者
の
母
親
の
不
当
逮
捕
に

つ
い
て
は
、
客
観
的
、
公
的
な
事
実
関
係
に

つ
い
て
確
認
し
難
く
、
意
に
沿
い
難
い
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
一
般
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

■
反
対

　

市
民
の
生
活
を
守
り
、
地
域
振
興

の
た
め
に
福
生
市
の
財
政
力
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
な
い
こ
と
。
人
口

減
少
、
特
に
子
ど
も
と
そ
の
親
世
代

の
減
少
に
対
し
て
、
新
た
な
施
策
が

な
か
っ
た
こ
と
。
ふ
っ
さ
子
育
て
ま

る
と
く
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
市
民
、

業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
支
え

る
子
育
て
支
援
事
業
に
転
換
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
。
福
祉
バ
ス
を
市
民
誰

も
が
乗
れ
る
市
内
循
環
バ
ス
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
。
横
田
基
地
撤
去
を
国
に
求
め

る
立
場
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
追
わ
れ
た
１
年

で
あ
り
、
過
去
最
大
の
決
算
額
と

な
っ
た
。
感
染
症
対
策
を
十
分
に
講

じ
、
内
容
を
工
夫
し
実
施
さ
れ
た
事

業
も
多
く
、
市
制
施
行
50
周
年
記
念

式
典
、
市
営
競
技
場
「
ネ
ッ
ツ
多
摩

Ｓ
＆
Ｄ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
成
人
式
な
ど
、
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、
事
業
者
支
援
や
子
育
て
関
連

施
策
に
大
き
な
予
算
を
投
じ
、
小
中

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
も
近
隣
市

町
村
に
先
駆
け
て
推
進
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
２
年
度
は
、
年
度
を
通
じ

て
コ
ロ
ナ
禍
で
の
予
算
執
行
と
な
り
、

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
や
子

育
て
世
帯
応
援
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

事
業
な
ど
多
く
の
事
業
が
実
施
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
で
は
、
接
種
体
制
の
構
築
に

全
庁
あ
げ
て
取
り
掛
か
っ
た
。
ま
た
、

教
育
に
お
け
る
全
児
童
・
生
徒
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
備
と
そ
の
環
境

整
備
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、

市
民
生
活
の
維
持
向
上
や
計
画
的
に

進
め
る
必
要
の
あ
る
大
部
分
の
事
業

は
遅
滞
な
く
執
行
に
努
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
は

独
自
の
取
り
組
み
も
行
い
給
付
率
が

99
・
４
％
で
あ
っ
た
こ
と
。
高
齢
者

感
染
対
策
事
業
や
産
後
ケ
ア
事
業

の
増
加
に
対
応
し
高
齢
者
や
妊
婦
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
支
援
し
た
こ
と
。

福
生
第
一
中
学
校
不
登
校
特
例
校
分

教
室
を
設
置
し
た
こ
と
。
全
児
童
・

生
徒
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し

た
こ
と
な
ど
、
令
和
２
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応

を
迫
ら
れ
な
が
ら
、
常
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
多

く
の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て

も
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
令
和
２
年
度
福
生
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
福
生
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て●
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割
合

を
高
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実

現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

た
め
の
陳
情
書

●
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、

普
天
間
基
地
の
沖
縄
県
外
・
国
外

移
転
に
つ
い
て
国
民
的
議
論
を
行
い
、

憲
法
に
基
づ
き
公
正
か
つ
民
主
的
に

解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
書

討　
論


